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1. 翻訳学習のコツ

Question:

初めて翻訳を学んでいるのですが、学習方法のコ
ツがうまくつかめず苦戦しています。効率的な学
習方法をアドバイスして頂けたら幸いです。

Answer:

翻訳を初めて学ぶときには、なるべく時間をかけ
て、じっくり調べることをおすすめします。これ
は、どうしても必要なステップといえます。こう
いう努力と時間は将来確実に力になってきます。
逆に速度をあげるためにいい加減に調べても本当
の実力はつきません。ある程度実力がついてきた
ら、翻訳の速度はそれにつれて速くなります。自
分なりに工夫して表現や用語を整理しますと、英
語の文体がはっきり理解でき、応用もきくように
なります。

一般に翻訳能力は、訳した量、読んだ量に比例し
てアップします。したがって、効率的な学習方法
はなく、地道な努力に比例して確実に翻訳能力が
向上します。

2. 和訳のコツ

Question:

英語を読んで理解することは大体できるのです
が、適切な日本語を探すのにかなり時間がかかっ
たり、見つけられないことも多いです。和訳をす
るための日本語を磨くためにはどのような勉強を
すればよいのでしょうか。

Answer:

翻訳を学ぶことは、日本語と英語の両方の文体を
学ぶことでもあります。このためには読書がきわ
めて大切です。なるべく時間を見つけて英文およ
び日本文を読むことによって表現力が養われま
す。新聞なら経済記事や技術情報記事をよく読み、
気になる表現や用語を抜き書きすると語彙が豊か
になってきます。また、家電やパソコンのカタロ
グや取扱説明書などには洗練された表現がたくさ
んあります。これらを参照することによって和訳
が楽になり、また翻訳の品質も向上します。
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3. 中黒（ ・ ） の使い方（ カタカナ表示）

Question:

カタカナの言葉がたくさん出てきます。中黒をつ
けるかどうかの指針を教えてください。（たとえ
ば、ディスク・ファースト・エイドとディスクフ
ァーストエイド）

Answer:

中黒は、外国語の名前やワードの区切りに使いま
す。文章が長い場合など、中黒をつけると読者が
読みやすくなります。
メーカによってはカタカナの表現基準を設けてい
る場合があります。翻訳者も、いずれにしても、
一つの翻訳文書では一貫したカタカナ表現が求め
られます。一般には、認知度の低い専門用語には
中黒をつけて、わかり易く表示し、認知度が上が
るにつれ中黒を省く傾向があります。

4. カタカナの使い方 (1)

Question:

capsとplugsという言葉があります。辞書をひく
と、それぞれにcapではおおい、キャップ、plug

では栓、プラグというように、日本語になってい
る訳とカタカナの訳が両方のっています。何か、
こうした時の訳語の選び方にアドバイスがあれば
教えてください。イメージがわかないときはカタ
カナのままにした方が無難でしょうか。

Answer:

技術用語は、専門分野や、業界によってカタカナ
表示が異なります。迷った場合にはインターネッ
トの利用をおすすめします。capやplugの場合、
機械メーカや電気メーカのホームページでカタカ
ナを使用しているか調べたり、あるいはGoogle

など検索エンジンでキャップやプラグで検索する
と、カタカナを使うべきかどうか判断できます。
自信がないときにはカタカナを使用するのが賢明
です。一般に、カタカナがすでに日本語として定
着している場合は、カタカナを使用します。また、
最新の技術用語など日本にはない技術の場合に
は、カタカナを使用した方が読者（ほとんど専門
家）にはよく理解されます。
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5. カタカナの使い方 (2)

Question:

英単語をそのままカタカナの日本語で表すのに、
どこまで表せばいいかよくわかりません。目安な
どありますか。日々の経験によるしかないのでし
ょうか。

Answer:

項目4を参照してください。カタカナ使用の目安
については、つぎのように考えてください。
まず、英文がだれを対象に書かれているかを考え
てください。一般ユーザか、業界/専門家（技術
者、研究者など）かでカタカナの使い方が変わっ
てきます。
１．カタカナがすでに日本語として定着してい
る場合は、カタカナを使用します。たとえば、商
品カタログを例にとると、userは「ユーザ」とし
た方が「使用者」より自然です。これに対して、
consumerは読者対象により「消費者」か「コン
シューマ」を使い分けます。
２．英語に相応する日本語あるいは相応する技
術や概念が日本語にない場合、カタカナを使用し
たほうが読者にはよく理解されます。たとえば
「バイオ」、「プログラム」、「ソフトウェア」など。
３．広告業界やカタカナビジネス（ファッショ
ン、衣類関連）では、カタカナの使用が好まれま
す。

6. ビジネスライティングでは"I"か"We"の

どちらを使うべきですか。

Question:

In the case of business writing, which one is pre-

ferred, "I" or "we"?

Answer:

In business writing, use "we" if you are writing as

a representative of the company and the reader

and you are not familiar with each other (i.e. let-

ters to customers). Use "I" if you and the person

you are writing to have previously worked togeth-

er and you are writing to accomplish something

related to your individual job at the company (i.e.

letters to colleagues).

翻訳Q&A



10

7. 「 当社」 の訳し方 (1)

Question:

"当社"の訳について。"we"という訳は可能です
か。

Answer:

weは当社という意味でよく使用されます（項目6

参照）。
次の文では社員（我々）を表わします。
We at NTT are....

8. 「 当社」 の訳し方 (2)

Question:

"we"や"our"を訳すとき、「当社」、「私たち」、「私
ども」と色々使ってしまいましたが、統一したほ
うがいいのですか。

Answer:

統一した方が良いです。訳は「当社」にします。
親近感を出すときには、「私たち」「私ども」を使
用します。
ビジネスライティングやテクニカルライティング
では表現の一貫性は重要です。
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9. 「 当社製品」 の訳し方

Question:

「当社製品」はour productかyour productか迷いま
した。買った以上、カスタマーのもの(your)とい
う気もしますし、"当社代理店"の訳がyour author-

ized dealerとなる理由も含め、ご説明ください。

Answer:

This can be confusing because when the con-

sumer is reading this information, they have pur-

chased the product and it belongs to them so it

should be "your product" (meaning "the con-

sumer's product"). However, the consumer has

many products, so in these cases, to avoid any

misunderstanding, manufacturers and business

write "our product" to imply "our product which

you now own." This is also appropriate since the

manufacturer still has responsibility for the prod-

uct.

10. a の特殊な使い方

Question:

The data is a 30% over that of the previous year. 

a 30%の、aはどういう意味でしょうか。

Answer:

これは非常にレベルの高い"a"の使い方です。
辞書によれば、「aは、通例theのつく唯一の物を
表す名詞、固有名詞につけて、そのある特別の状
態を表す」（ランダムハウス英和大辞典、小学館）
とあります。例えば、a maximum（←the maxi-

mum）, a comparison of machine（ある視点から
見た機械の比較）、a study of high-performance

plants（ある科学者の独自の研究）、a Japanese

which can say "no" （ノーといえる日本人‐日本
にも卓越した見識をもった人物がいる）がありま
す。
a 30%は、文脈から30%が特定の意味（例えば目
標値）を持つ場合に使用します。
たとえば、前年と比べてデータが30%向上が目標
値であるときにつけます。
aをつけないときには、単なるデータを示すもの
と考えられます。
日本人にはマスターし難い用法ですが、海外文書
ではよく見かけますので、今後英文を読むときに
は、気をつけて読まれるとよいでしょう。

翻訳Q&A
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11. 定冠詞 the の使い方 (1)

Question:

冠詞の使い方に不安を持っています。何か良いア
ドバイスをお願いします。

Answer:

英語を書くときに、冠詞をつけるべきか、省くべ
きか、あるいは定冠詞をつけるべきか不定冠詞を
つけるべきかなど迷うことが多いのではないかと
思います。万能な指針があればよいのですが、残
念ながら、冠詞を使用にはかなり弾力性があり、
Native speakerによっても、書類の性格によって
も使い方が異なり、絶対的なガイドとなるものが
ありません。例えば、
!取扱説明書などでは、簡潔な表現をするため、
定冠詞をほとんど省く場合があります。
"特許明細書の場合、かなり厳密に冠詞を使用す
る。名詞が最初にでてきたら不定冠詞（aまたは
an）をつけ、二度目からかなり厳密に定冠詞
（the）をつけます。
#慣用表現上、必要に応じてtheをつけます。
（例）
●The higher the speed, the more the production
is achieved.

●the ability to solve a problem

冠詞の使い方は、Native speakerにとっても難し
いものです。長期的には、良い英文をたくさん読
んで、生きた冠詞の使い方を身につけることが一
番良い方法だと思います。実際の英文ライティン
グにおいては、当社が発行している「英語ライテ
ィングハンドブック」を参照してください。

12. 定冠詞 the の使い方 (2)

Question:

I'm sometimes confused with the usage of article.

For example, when I write 'circulated to the quality

assurance department and the design department

of my company', is it right to use "the"?

Answer:

The articles in English are, as you know difficult.

Nouns in the singular usually need an article. If

the noun is specific (e.g., "the QA department"

meaning the specific QA Department of this com-

pany) then the definite article is used. If the noun

is non-specific (e.g., any QA department in any

company) then the indefinite article is used.

翻訳Q&A


